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カウンセリング工房姫の会／グリーフサポート Be With 

 

新年度から定期的に活動報告を作ることにしました。公表する活動が少ないと

きは日頃の思いを綴りたいと思います。お気軽にお読みください。 

 

新型コロナ感染症で生じる心のケアについて 

新型コロナウイルス感染の拡大とともに精神的なストレスが高まり、様々な社会問題が生

じてきました。仕事や通学、趣味や交際などの通常の社会活動が制限され、家庭で過ご

す時間が多くなったことで家庭内の不和や暴力なども増えています。差別や偏見、暴力的

な行動を防ぐための情報を本 HP のトップページに載せていますのでご参照ください。 

NHK ラジオ出演 (3/31) 

「新型コロナウイルス感染についてこころのケアにつ

いてお話してください」との依頼を受け、NHK 松山

放送局の愛媛県内向けラジオ番組「ラジオまどん

な」に出演しました。キャスターの岡田留美さん、デ

ィレクターの立花さんと丁寧な打ち合わせをした上

で生放送に臨み、次の内容についてお話しまし

た。〈未知のウイルスとの闘いは既に海外で熾烈を

極め、死者も万単位で増え続ける今、どんな心

構えでこの状況と向き合えばいいのでしょうか。 

日本赤十字社はホームページで「３つの感染症」として、①病気そのもの、②不安や怖

れ、③差別や偏見を挙げています。目に見えない敵と闘うことが難しすぎて、私たちはつい

目に見える、形のある人や物にその苛立ちをぶつけて発散しようとします。でもそのリスクに

気づいていれば対処も可能です。グリーフワークの観点では予期しない出来事に日常生活

を乱される「偶発的危機」をまさに体験しているわけですが、先人の知恵を借りながら人間

らしさを失わずにこの危機を乗り切りたいものです。〉 

新しい冊子ができました！ 
「喪失と悲嘆のためのガイドブック～暮らしの中のグリーフワーク～」 
頒布のお知らせ 

2002 年に発行した「喪失の危機を克服するためのハンドブック－

グリーフワークのすすめ－」に新しい知見や動向も踏まえて新しい冊子

「喪失と悲嘆のためのガイドブック～暮らしの中のグリーフワーク～」を

刊行しました。一冊 500 円（送料別）でお分けしています。 

ご希望の方は下記連絡先までお知らせください。 

冊子の詳細は HP をご覧ください。 

 

 

 

 

カウンセリング工房姫の会 愛媛県松山市湊町 4－3－2 こがねビル２F  

HP:http://griefbewith.com  

✉ griefbewith@gmail.com          

Twitter @himenokaibewith  

Facebook:カウンセリング工房姫の会＠himenokaibewith  

☎ 080－8631－3230 

 

 

 

 

【今後の行事】 

2020 年 4 月 30 日 

NHK松山ラジオ第一ラジオまどんな 
（午後 5:05 分～5:55 分生放送）
電話出演予定 
（午後 5時 30分くらいから） 
新型コロナウイルス流行時の社会問題
（DV、虐待の増加など）についてお話
する予定です。 

2020 年 5 月 17 日 

グリーフケア講座⓺中止のお知らせ 

新型コロナ感染症対策の為、講座開催は

9 月まで中止します。10 月以降の講座に

ついては後日お知らせします。 

   

3 月－4 月の活動 

大学での事例報告会参加・コメント 

中学校スクールカウンセリング 

ロールシャッハ研修会 

四国トラウマ研究会定例 

愛媛県臨床心理士会理事会 

NHK松山ラジオ第一「ラジオまどんな」出演 

 

 

 

 

 

岡田キャスター、坪内政美さんと 

https://www.griefwork.jp/main/pdf/guidebook.pdf
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